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（表紙の説明）
2018年ミス日本みどりの女神に
選ばれた竹川智世さん

日
本
の
世
界
自
然
遺
産

　

〜
国
有
林
の
現
場
か
ら
〜

　

東
京
か
ら
南
南
東
へ
約
１
，０
０
０
㎞
離
れ
、

日
本
国
内
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
部
は
熱
帯
に

区
分
さ
れ
る
小
笠
原
諸
島
。
父
島
、
母
島
、
兄

島
や
姉
島
な
ど
、
家
族
の
よ
う
に
名
付
け
ら

れ
た
島
が
多
く
、
人
の
生
活
と
つ
な
が
り
が

深
そ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、
実
は
30
余
り
あ

る
島
の
ほ
と
ん
ど
が
無
人
島
で
、
現
在
、
人

が
住
ん
で
い
る
の
は
数
島
の
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
も
そ
も
１
８
３
０
年
ま
で
定
住
者

が
お
ら
ず
、
無ぶ

に
ん
し
ま

人
島
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
英
語
で
はBonin Islands

と
呼
ば
れ
、

そ
の
美
し
い
紺
碧
の
海
はBonin Blue

と
称

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
島
が
で
き
て
か
ら
一
度

も
大
陸
と
地
続
き
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
“
海

洋
島
”
の
た
め
、
島
の
動
植
物
は
、
自
力
で

海
を
渡
る
こ
と
が
出
来
た
も
の
や
、風
、海
流
、

鳥
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
き
た
も
の
で
、
こ
れ

ら
が
小
笠
原
諸
島
の
様
々
な
環
境
に
適
応
し

な
が
ら
進
化
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
大

陸
と
は
異
な
る
独
自
の
生
態
系
は
「
東
洋
の

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
６
月
に
は
ユ
ネ
ス
コ
世
界
自

然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
貴
重
な
自
然
を
後
世

に
引
き
継
ぐ
た
め
、
国
有
林
に
お
い
て
も
、

人
間
生
活
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
外
来
種

の
対
策
や
固
有
種
等
の
保
護
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

１
９
６
８
年
に
米
国
の
統
治
下
か
ら
日
本

へ
の
復
帰
を
果
た
し
、
小
笠
原
諸
島
は
本
年

（
２
０
１
８
年
）、
日
本
へ
の
返
還
50
周
年
と

い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、
島
内
外
で
は
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

南島　扇池（東京都小笠原村の国有林）
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　昨年末に決まった平成 30 年度税制改正の大綱において、森林環境税
（仮称）及び森林環境譲与税（仮称）の創設が決まりました。森林環境
譲与税（仮称）は平成 31 年度から自治体への譲与が開始されます。国
民の皆様一人一人に森林を支えていただき、次世代に豊かな森林を引き
継いでいくための仕組みであるこの森林環境税について、税創設を巡る
経緯や税の仕組み・使途等について解説します。

森
林
環
境
税
を
巡
る
経
緯

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
森
林
吸
収
源

対
策
に
関
す
る
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
長
期
間
に
わ
た
り
、
政
府
・
与
党

で
の
検
討
や
、
関
係
者
に
よ
る
働
き
か
け
が

続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
林
野
庁
で
は
、
平

成
９
年
に
採
択
さ
れ
、
平
成
17
年
２
月
に
発

効
し
た
「
京
都
議
定
書
」
に
基
づ
く
我
が
国

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の
達
成
に

向
け
て
、
森
林
吸
収
量
の
確
保
に
必
要
と
な

る
間
伐
等
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
17
年
度

税
制
改
正
以
降
、
森
林
吸
収
源
対
策
の
た
め

の
財
源
と
な
る
税
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
に
は
、
国
に
お
い
て
石
油
石
炭

税
へ
の
上
乗
せ
と
し
て
「
地
球
温
暖
化
対
策

の
た
め
の
税
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
森

林
吸
収
源
対
策
は
使
途
に
含
ま
れ
な
か
っ
た

こ
と
等
を
受
け
、
改
め
て
森
林
吸
収
源
対
策

に
関
す
る
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
早
急
に
検

討
を
行
う
た
め
、
平
成
26
年
に
自
由
民
主
党

に
「
森
林
吸
収
源
対
策
等
に
関
す
る
財
源
確

保
に
つ
い
て
の
新
た
な
仕
組
み
の
専
門
検
討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
が
設
置
さ
れ
る
な

ど
、
政
府
・
与
党
を
通
じ
て
検
討
が
深
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
を
守
る
た
め
の
財
源
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
国
の
動
き
に
先
ん
じ
て
地
方

団
体
か
ら
声
が
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
平

森林環境税（仮称）と
森林環境譲与税（仮称）の創設

成
18
年
度
以
降
は
、
多
く
の
森
林
が
所
在
す

る
市
町
村
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
「
全
国
森

林
環
境
税
創
設
促
進
連
盟
」
及
び
「
促
進
議

員
連
盟
」
に
よ
り
、
森
林
環
境
税
の
創
設
に

向
け
た
運
動
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
27
年
の
地
球
温
暖
化

防
止
に
向
け
た
新
た
な
国
際
枠
組
み
で
あ
る

「
パ
リ
協
定
」
の
採
択
や
、
昨
今
の
山
地
災

害
の
激
甚
化
等
に
よ
る
国
民
の
森
林
へ
の
期

待
の
高
ま
り
等
も
受
け
、
平
成
29
年
度
与
党

税
制
改
正
大
綱
に
お
い
て
、「
税
の
創
設
に

つ
い
て
平
成
30
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
結

論
を
得
る
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今

年
度
、
林
野
庁
に
お
い
て
、
市
町
村
が
主
体

と
な
っ
た
新
た
な
森
林
整
備
の
仕
組
み
の
検

討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
総
務
省
で
は
地
方

財
政
審
議
会
に
検
討
会
を
設
置
し
、
具
体
の

制
度
設
計
の
検
討
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
検
討
と
並
行
し
て
、
自
民
党
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
等
に
お
け
る
議
論
が

進
め
ら
れ
、
11
月
下
旬
以
降
に
、
与
党
税
制

調
査
会
に
お
け
る
議
論
が
行
わ
れ
た
結
果
、

12
月
の
税
制
改
正
大
綱
で
の
「
平
成
31
年
度

か
ら
の
税
創
設
」
と
の
結
論
へ
と
至
り
ま
し

た
。

森
林
環
境
税
創
設
の
趣
旨

　

森
林
の
有
す
る
地
球
温
暖
化
防
止
や
、
災

害
防
止
・
国
土
保
全
、
水
源
涵
養
等
の
様
々

手入れされた人工林 手入れの遅れた人工林
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な
公
益
的
機
能
は
、
国
民
に
広
く
恩
恵
を
与

え
る
も
の
で
あ
り
、
適
切
な
森
林
の
整
備
等

を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
我
が
国
の
国
土
や

国
民
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
森
林
整
備
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
は
、
所
有
者
の
経
営
意
欲
の
低
下
や

所
有
者
不
明
森
林
の
増
加
、
境
界
未
確
定
の

森
林
の
存
在
や
担
い
手
の
不
足
等
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
新
た
な
税
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状

認
識
の
下
、

① 

パ
リ
協
定
の
枠
組
み
の
下
に
お
け
る
わ

が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標

の
達
成
、
災
害
防
止
を
図
る
た
め
の
森

林
整
備
等
の
地
方
財
源
を
安
定
的
に
確

保
す
る
観
点
か
ら
、

② 

森
林
現
場
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

現
場
に
最
も
近
い
市
町
村
が
主
体
と

な
っ
て
森
林
を
集
積
す
る
と
と
も
に
、

自
然
条
件
が
悪
い
森
林
に
つ
い
て
市
町

村
自
ら
が
管
理
を
行
う
「
新
た
な
森
林

管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
創
設
す
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
国
民
一
人
一
人
が
等
し
く
負
担

を
分
か
ち
合
っ
て
我
が
国
の
森
林
を
支
え
る

仕
組
み
と
し
て
創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。税

の
仕
組
み

　

森
林
環
境
税
は
、
国
民
か
ら
税
を
い
た
だ

く
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
と
、
こ
れ
を
森
林

の
整
備
等
に
使
う
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）

と
い
う
２
つ
の
税
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

森
林
環
境
税
（
仮
称
）
は
、
個
人
住
民
税

の
均
等
割
の
納
税
者
の
皆
様
か
ら
、
国
税
と

し
て
１
人
年
額
１
，
０
０
０
円
を
上
乗
せ
し

て
市
町
村
に
徴
収
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
税

収
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
か
ら
国
の
交
付
税

及
び
譲
与
税
特
別
会
計
に
入
り
ま
す
。
個
人

住
民
税
均
等
割
の
納
税
義
務
者
が
全
国
で

約
６
千
万
人
で
す
の
で
、
税
の
規
模
は
約

６
０
０
億
円
と
な
り
ま
す
。
時
期
に
つ
い
て

は
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
た
各
自
治

体
の
防
災
対
策
の
た
め
の
住
民
税
均
等
割
の

税
率
引
き
上
げ
が
平
成
35
年
ま
で
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
平
成
36
年
か
ら
課

税
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）
は
、
国
に
一

旦
集
め
ら
れ
た
税
の
全
額
を
、
間
伐
な
ど
を

実
施
す
る
市
町
村
や
そ
れ
を
支
援
す
る
都
道

府
県
に
客
観
的
な
基
準
で
譲
与
（
配
分
）
し

ま
す
。
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）
は
、
森

林
現
場
の
課
題
に
早
期
に
対
応
す
る
観
点
か

ら
、
後
述
す
る
「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ

ム
」
の
施
行
と
合
わ
せ
、
課
税
に
先
行
し
て
、

平
成
31
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

譲
与
税
を
先
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の

原
資
は
交
付
税
及
び
譲
与
税
特
別
会
計
に
お

け
る
借
入
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
と
し
、
譲

与
額
を
徐
々
に
増
加
す
る
よ
う
に
設
定
し
つ

適切な伐採や広葉樹の導入等により針
広混交林へ誘導

森林整備の様々な効果
適切に森林の整備・保全を行うことにより、森林の多面的な機能が発揮され、

温室効果ガス削減の国際約束の達成に貢献するとともに、国民の安全で安心な暮らしを確保。

■森林整備の主な効果
土壌浸食・
流出の防備

二酸化炭素の
吸収量増加

自然災害への
抵抗力の向上

生物多様性の
保全

水源涵養
機能の向上

複層林化による多様な森づくり間伐により樹木の成長が促進

林床に光が差し込むことにより下層植
生が回復
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森林環境税（仮称）と森林環境譲与税（仮称）の創設

都　道　府　県

市　　町　　村

交 付 税 及 び 譲 与 税 配 付 金 特 別 会 計

つ
、借
入
金
は
、後
年
度
の
森
林
環
境
税
（
仮

称
）
の
税
収
の
一
部
を
も
っ
て
償
還
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
譲
与
額
を
段
階
的
に

増
加
さ
せ
る
の
は
、
主
体
と
な
る
市
町
村
の

体
制
の
整
備
や
、
所
有
者
の
意
向
確
認
等
に

一
定
の
時
間
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

に
よ
る
も
の
で
、
平
成
31
年
度
は
２
０
０
億

円
か
ら
開
始
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

税
の
使
途
・
譲
与
基
準
等

（
１
）
使
途

　

森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）
の
使
途
に
つ

い
て
は
、

① 

間
伐
や
路
網
と
い
っ
た
森
林
整
備

に
加
え
、
森
林
整
備
を
促
進
す
る
た
め
の
、

② 

人
材
育
成
・
担
い
手
の
確
保

③ 

木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発

に
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
都
道
府
県
は
、
こ
れ
ら
の

取
組
を
行
う
市
町
村
の
支
援
等
に
充
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、森
林
を
抱
え
る
山
間
部
の
市
町

村
に
お
い
て
は
、後
述
す
る
新
た
な
森
林
管
理

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、こ
れ
ま
で
様
々
な
課
題

等
に
よ
り
手
入
れ
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
森

林
に
お
け
る
間
伐
・
路
網
等
の
森
林
整
備
や
、

こ
の
た
め
の
意
向
調
査
・
境
界
画
定
、さ
ら
に

森
林
整
備
を
担
う
人
材
育
成
や
担
い
手
の
確

保
等
の
取
組
を
推
進
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。ま
た
、森
林
が
少
な
い
都
市
部
の

市
町
村
で
は
、森
林
整
備
を
支
え
る
と
と
も
に

森
林
・
林
業
へ
の
理
解
促
進
に
も
つ
な
が
る
木

材
利
用
や
普
及
啓
発
等
の
取
組
を
進
め
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
２
）
譲
与
基
準
等

　

市
町
村
と
都
道
府
県
の
譲
与
割
合
は
９
：

１
と
な
り
ま
す
が
、
制
度
発
足
初
期
は
、
市

町
村
の
支
援
を
行
う
都
道
府
県
の
役
割
が
大

き
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
経
過
措
置

と
し
て
市
町
村
：
都
道
府
県
＝
８
：
２
で
ス

タ
ー
ト
し
、
市
町
村
へ
の
譲
与
割
合
を
徐
々

に
高
め
る
、
と
い
う
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
譲
与
基
準
は
、
５
／
10
を
私
有
林

人
工
林
面
積
で
、
２
／
10
を
林
業
就
業
者

数
で
、
３
／
10
を
人
口
で
譲
与
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
有
林
人
工
林
面

積
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
林

野
率
で
面
積
を
補
正
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
私
有
林
の
中
で
も
条
件
不
利

な
森
林
を
反
映
す
る
と
い
う
考
え
方
に
よ
る

も
の
で
す
。
林
野
率
85
％
以
上
の
市
町
村
に

つ
い
て
は
１
・
５
、
75
％
以
上
の
市
町
村
に

つ
い
て
は
１
・
３
を
私
有
林
人
工
林
面
積
に

乗
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
３
）
使
途
の
公
表

　

森
林
環
境
税
は
、
都
市
・
地
方
を
通
じ
て

注 ： 一部の団体においては超過課税が実施されている。

国

● 間伐（境界画定、路網の整備等を含む）
● 人材育成・担い手確保
● 木材利用促進、普及啓発 等

公益的機能の発揮

等

都　道　府　県
森林環境譲与税 （仮称）

市　　町　　村

国
税

森林環境税（仮称）1,000 円 / 年
（賦課徴収は市町村が行う）

個
人
住
民
税

均
等
割

道府県民税 1,000 円 / 年

市町村民税 3,000 円 / 年

災害防止・
国土保全機能

地球温暖化
防止機能 水源涵養機能

● 市町村の支援 等

納税義務者 約 6,200 万人

平成 36 年度から施行 平成 31 年度から施行

インターネットの利用等によ
り使途を公表

インターネットの利用等によ
り使途を公表

賦
課
決
定

私有林人工林面積（林野率により補正）、林業就業者数、
人口により按分

森林環境税（仮称）及び森林環境譲与税（仮称）の制度設計イメージ
森林整備等のために必要な費用を、国民一人一人が広く等しく負担を分任して森林を支える仕組み
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国
民
皆
で
森
林
を
支
え
る
仕
組
み
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）
を
活

用
す
る
に
当
た
っ
て
は
広
く
国
民
全
体
に
対

し
て
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
町
村
等
は
森
林
環
境

譲
与
税
（
仮
称
）
の
使
途
を
公
表
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な

森
林
管
理
シ
ス
テ
ム

　

わ
が
国
の
森
林
、
特
に
人
工
林
は
、
資
源

が
充
実
し
主
伐
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
森
林
現
場
に
は
、
森
林
所
有
者
の

経
営
意
欲
の
低
下
等
の
課
題
が
あ
り
、
森
林

の
手
入
れ
や
木
材
生
産
が
十
分
に
な
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
林
野
庁
に
お
い
て
は
、
林
業

の
成
長
産
業
化
と
森
林
資
源
の
適
切
な
管
理

の
両
立
を
図
る
た
め
、「
新
た
な
森
林
管
理

シ
ス
テ
ム
」
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

関
連
法
案
を
今
国
会
に
提
出
し
、
平
成
31
年

４
月
か
ら
の
施
行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
森

林
環
境
税
は
、
こ
の
新
た
な
仕
組
み
の
創
設

を
踏
ま
え
て
創
設
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

新
た
な
仕
組
み
に
お
い
て
は
、

① 

森
林
所
有
者
に
適
切
な
森
林
管
理
を
促

す
た
め
、
適
時
に
伐
採
、
造
林
、
保
育

を
実
施
す
る
と
い
う
森
林
所
有
者
の
責

務
を
明
確
化
し
、

※ 税収は粗い見込み値であり、計数全般について借入金利子を勘
案していない。

※ 課税開始初年度である平成 36 年度は、市町村への納付・納入
が行われるのが６月以降であり、都道府県を経由して国の譲与
税特別会計に払い込まれるまで時間を要すること等から、平年
度化後の税収（約 600 億円程度）の概ね半分の約 300 億円の譲
与額となることが見込まれる。

森林環境譲与税（仮称）の各年度の譲与額と市町村及び都道府県に対する譲与割合及び基準

・ 市町村の体制整備の進捗に伴い、譲与額が徐々に増加するように借入額及び償還額を設定。
・ 森林整備を実施する市町村の支援等を行う役割に鑑み、都道府県に対して総額の１割を譲与。
 （制度創設当初は、市町村の支援等を行う都道府県の役割が大きいと想定されることから、譲与割合を２割とし、段階的に

１割に移行。）
・ 使途の対象となる費用と相関の高い客観的な指標を譲与基準として設定。

50％：私有林人工林面積（※林野率による補正）
20％：林業就業者数
30％：人口
市町村と同じ基準

市 町 村 分

市町村：
都道府県の割合 80：20 85：15 88：12 90：10

市 町 村 分 160 160 160 240 240 240 340 340 340 340 440 440 440 440 540

都 道 府 県 分 40 40 40 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60

H46H45H44H43H42H41H40H39H38H37H36H35H34H33H32H31

（単位：億円）

譲与税特別会計において借入れ

森林環境税（仮称）
初年度
約300
億円

平年度
約600
億円

税収の一部を
もって償還

各
年
度
譲
与
額 （※
実
線
）

200 200 200
300 300 300

400 400 400 400

200 200 200 200

500 500 500 500

100 100 100 100

600 600

都道府県分

6林野   2018.2 No.131



森林環境税（仮称）と森林環境譲与税（仮称）の創設

② 

森
林
所
有
者
自
ら
が
森
林
管
理
で
き
な

い
場
合
に
は
、
そ
の
森
林
を
市
町
村
に

委
ね
て
い
た
だ
き
、

③ 
経
済
ベ
ー
ス
に
の
る
森
林
に
つ
い
て

は
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者

に
経
営
を
再
委
託
す
る
と
と
も
に
、

④ 

自
然
的
条
件
か
ら
見
て
経
済
ベ
ー
ス
で

の
森
林
管
理
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
森

林
等
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
が
公
的
に

管
理
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
仕
組
み
の
下
で
、
市
町
村
が
行
う
公

的
な
管
理
と
し
て
の
森
林
整
備
や
、
所
有
者

の
意
向
調
査
・
境
界
画
定
、
人
材
育
成
・
担

い
手
の
確
保
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
を
円
滑
に
機

能
さ
せ
る
た
め
の
取
組
に
必
要
な
財
源
と
し

て
、
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）
の
一
部
を

充
て
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
所
有
者
不
明
森
林
が
全
国
的
に
問

題
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
所
有
者
が
不
明
な

場
合
で
も
市
町
村
に
委
託
が
で
き
る
こ
と
と

す
る
よ
う
、
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

森
林
環
境
税（
仮
称
）は
、地
球
温
暖
化
防

止
や
災
害
防
止
等
を
図
る
た
め
の
地
方
の
安

定
的
な
財
源
で
あ
り
、
全
国
の
市
町
村
等
の

皆
様
が
こ
れ
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
各
地
域
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
手
入
れ

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
森
林
の
整
備
が
進
む

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
森
林
が

あ
ま
り
な
い
都
市
部
の
市
町
村
に
お
い
て
も
、

森
林
整
備
を
支
え
る
木
材
利
用
等
の
取
組
を

進
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
例
え
ば
山
間

部
の
市
町
村
に
お
け
る
水
源
の
森
づ
く
り
を

共
同
で
行
っ
た
り
、
都
市
部
の
住
民
が
参
加

し
て
の
植
林
・
育
林
活
動
を
実
施
し
た
り
と

い
っ
た
新
た
な
都
市
・
山
村
連
携
の
取
組
も

各
地
で
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
環
境
税
に
よ
り
、
森
林
整
備
に
地
域

の
安
定
的
な
財
源
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
は
、

様
々
な
森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
を
通
じ

て
地
域
住
民
や
国
民
全
体
の
安
全
・
安
心
の

確
保
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
地
域
の
安
定

的
な
雇
用
の
創
出
な
ど
、
地
域
活
性
化
に
も

大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

　

一
方
で
、
森
林
環
境
税
は
、
国
民
か
ら
の

新
た
な
負
担
を
い
た
だ
く
も
の
で
す
の
で
、

譲
与
を
受
け
る
側
に
は
、
税
を
活
用
し
て
適

正
な
森
林
整
備
等
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

国
と
し
て
も
、
引
き
続
き
国
民
の
皆
様
へ
の

説
明
・
理
解
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
主

体
と
な
っ
て
い
た
だ
く
市
町
村
や
、
都
道
府

県
、
林
業
事
業
体
、
森
林
所
有
者
等
と
一
体

と
な
っ
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
森
林
整

備
等
が
着
実
に
進
む
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

林業経営の効率化及び森林の管理の適正化の一体的な促進を図るため、以下の新たな森林管理の仕組みを措置。
①	森林所有者に適切な森林管理を促すため、森林管理の責務を明確化するとともに
②	森林所有者自らが森林管理を実行できない場合に、市町村が森林管理の委託を受け意欲と能力のある林業経営者に再委託
する。

③	再委託できない森林及び再委託に至るまでの間の森林においては、市町村が管理を行う。

※	
適
切
な
森
林
管
理
の
責
務
を
明
確
化

 
適
時
の
伐
採
・
造
林
・
保
育
の
実
施

都
道
府
県

※ 所有者不明森林
等についても、一
定の手続きにより
委託ができるよう
特例を措置。

新たな森林管理システム（案）の概要

森
林
所
有
者

意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者

市
町
村

林業経営の再委託

森林管理の委託

自然的条件に照らして
林業経営に適さない

森林等
市町村による間伐等の管理
（市町村森林管理事業）

林業経営に適した森林
意欲と能力のある林業経営
者に林業経営を再委託

公　表

募集

支援措置

信
用
基
金
に
よ
る
経
営
の
改
善
発
達
に
係
る
助
言
等

林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
の
償
還
期
間
の
延
長

国
有
林
野
事
業
に
お
け
る
受
託
機
会
増
大
へ
の
配
慮

林業経営の
再委託を希
望する林業
を営む者を
募集・公表
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ス
ギ
は
日
本
固
有
の
樹
種
で
あ
り
全
国
に
広
く
分
布
し
て

い
ま
す
。
材
は
軽
く
て
柔
ら
か
く
、
木
目
も
通
直
で
加
工
が

容
易
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
建
築
材
、
家
具
材
、
器
具
材
な
ど

幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
樹
種
で
す
。
こ
の
た
め
、
昔
か
ら

広
く
植
栽
さ
れ
て
き
て
お
り
、
約
１
，
０
０
０
万
ha
あ
る
我

が
国
の
人
工
林
の
お
よ
そ
４
割
を
占
め
、
持
続
可
能
な
資
源

と
し
て
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
春
を
迎
え
る
こ
の
時
期
に
は
、
国
民
の
約
３
割
が

罹
患
し
て
い
る
と
さ
れ
る
ス
ギ
花
粉
症
を
引
き
起
こ
す
花
粉

の
発
生
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
病
と
な
っ
て
い
る
花
粉

症
に
対
処
す
る
た
め
、
国
で
は
関
係
省
庁
が
連
携
し
、
原
因

究
明
、
予
防
・
治
療
、
花
粉
発
生
源
対
策
な
ど
総
合
的
な
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

花
粉
発
生
源
対
策
を
担
う
林
野
庁
で
は
、
林
業
の
成
長
産

業
化
の
実
現
に
向
け
て
人
工
林
の
主
伐
・
再
造
林
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
中
、
花
粉
を
発
生
さ
せ
る
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・

利
用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
花
粉
の
少
な
い
苗
木
へ
の
植
替

え
や
広
葉
樹
の
導
入
に
よ
る
針
広
混
交
林
へ
の
誘
導
に
よ
る

花
粉
の
少
な
い
森
林
へ
の
転
換
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
組
に
加
え
、
林
野
庁
で
は
ス
ギ
花
粉

の
飛
散
を
防
止
す
る
薬
剤
の
実
用
化
に
向
け
た
取
組
に
支
援

し
て
い
ま
す
。 花

粉
発
生
源
対
策
最
前
線

TOPICS

01

コンテナの中で根が成長し始めた様子（写真左） 150cc のコンテナ苗

挿し穂づくり

（写真提供：福島森林管理署）

●福島県における挿し穂を使った花粉症対策苗木（コンテナ苗）の生産
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ス
ギ
花
粉
飛
散
防
止
剤

　

２
０
０
４
年
（
平
成
16
年
）
の
春
、
福

島
県
西
会
津
町
の
ス
ギ
林
で
花
粉
を
全
く

飛
ば
さ
な
い
雄
花
が
見
つ
か
り
、
こ
れ

を
調
べ
る
と
ス
ギ
黒
点
病
菌
（Sydow

ia 

japonica

）
と
い
う
カ
ビ
の
一
種
に
感
染
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
菌

は
ス
ギ
の
雄
花
の
み
に
寄
生
し
雄
花
を
枯

死
さ
せ
ま
す
が
、
ス
ギ
の
雄
花
以
外
で
は

生
存
で
き
な
い
た
め
、
ス
ギ
の
葉
や
樹
木

そ
の
も
の
に
は
感
染
し
ま
せ
ん
。
こ
の
発

見
に
よ
り
、
自
然
界
で
普
通
に
生
育
す
る

カ
ビ
を
利
用
し
て
ス
ギ
の
雄
花
を
枯
死
さ

る
こ
と
に
よ
り
、
花
粉
の
飛
散
を
抑
制
す

る
方
法
の
開
発
が
始
ま
り
ま
し
た
。

●
飛
散
防
止
の
仕
組
み

　

ス
ギ
の
雄
花
は
、
７
月
頃
か
ら
花
芽
の

形
成
が
は
じ
ま
り
、
11
月
頃
ま
で
に
は
成

熟
し
、
花
粉
飛
散
の
準
備
が
整
い
ま
す
。

こ
の
成
熟
し
た
雄
花
に
こ
の
菌
を
散
布
す

る
と
、
菌
糸
が
雄
花
内
部
に
侵
入
し
花
粉

を
栄
養
源
と
し
て
増
殖
し
ま
す
。
そ
の
結

果
、
翌
春
の
花
粉
飛
散
時
期
に
は
雄
花
は

枯
死
し
、
開
花
し
な
い
こ
と
か
ら
花
粉
が

飛
ば
な
く
な
り
ま
す
。

●
実
用
化
に
向
け
た
取
組

　

ス
ギ
花
粉
飛
散
防
止
剤
と
し
て
の
実
用

化
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
、
菌
の
培
養
技
術

や
散
布
用
の
薬
剤
化
技
術
の
開
発
、
薬
剤

に
よ
る
雄
花
枯
死
効
果
の
確
認
、
薬
剤
の

粉
末
化
に
よ
る
長
期
保
存
技
術
の
開
発
、

最
適
な
散
布
方
法
の
開
発
な
ど
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ギ
花
粉
飛
散
防
止
剤
の
安
全

性
を
科
学
的
に
立
証
す
る
た
め
、
動
物
に

対
す
る
安
全
性
へ
の
検
証
や
ス
ギ
林
内
に

生
息
す
る
微
生
物
、
昆
虫
、
下
層
植
生
及

び
ス
ギ
林
周
辺
の
農
作
物
等
に
対
す
る
影

響
調
査
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
乗
り
越
え
る
べ
き
ハ
ー
ド

ル
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
一
歩
ず
つ
実
用

化
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（写真提供：森林総合研究所）

感染していない雄花

菌糸による花粉粒への侵入

飛散防止剤により枯死した雄花

飛散防止剤により感染
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日田市

林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業 

❷

日
田
市
の
林
業・木
材
産
業

　
日
田
市
は
北
部
九
州
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
江
戸
時
代
か
ら
ス
ギ
の
植
林
が
盛
ん
に

行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
豊
富
な
森
林
資
源
を

有
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
日
田
市
の
素
材
生
産
量
は
年
間
約

33
万
㎥
。
市
内
に
は
７
つ
の
原
木
市
場
が
あ

り
、
年
間
取
扱
量
は
50
万
㎥
を
超
え
ま
す
。

ま
た
、
70
社
を
超
え
る
製
材
工
場
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
得
意
と
す
る
分
野
に
特
化
し
た
住
宅

用
部
材
を
中
心
に
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

の
稼
働
に
よ
り
林
地
残
材
等
が
有
効
活
用
さ

れ
る
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
木
材
利
用

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
家
具
な
ど

の
木
工
業
や
、
研
究
機
関
、
林
業
が
学
べ
る

高
校
な
ど
、「
川
上
」
か
ら
「
川
下
」
ま
で
、

多
様
な
関
連
産
業
が
集
積
し
て
い
る
の
も
本

市
の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

成
長
産
業
化
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て

　
こ
の
よ
う
に
、
古
く
か
ら
の
林
業
地
で
あ

り
、
現
在
で
も
林
業
・
木
材
産
業
が
地
域
の

基
幹
産
業
で
あ
る
本
市
に
お
い
て
、
人
工
林

資
源
の
多
く
が
利
用
可
能
な
段
階
と
な
る
一

方
で
、
森
林
所
有
者
の
経
営
意
欲
の
減
退
や

住
宅
着
工
数
の
減
少
な
ど
、
林
業
・
木
材
産

業
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、人
工
林
資
源

の
循
環
利
用
と
日
田
材
の
需
要
拡
大
を
促
進

し
、将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
多
く
の
雇
用

や
経
済
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
で
、地
域
に
利

益
を
還
元
し
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
た
め

「
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業
」

に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
別
取
り
組
み
内
容

テ
ー
マ
①

『
大
径
材
の
需
要
促
進
と

地
域
の
主
力
で
あ
る
無
垢
材
の
供
給
強
化
』

　
利
用
期
を
迎
え
た
人
工
林
資
源
の
活
用
の

た
め
の
本
格
的
な
主
伐
へ
の
移
行
に
伴
い
、

必
然
的
に
大
径
材
の
出
材
が
増
加
し
ま
す
。

こ
の
大
径
材
の
価
値
を
高
め
て
、
有
効
に
活

用
す
る
た
め
、
無
垢
の
梁
桁
等
の
加
工
・
乾

燥
技
術
の
確
立
、
製
材
シ
ス
テ
ム
等
の
検
討・

開
発
を
進
め
大
径
材
需
要
を
創
出
す
る
と
と

も
に
、
森
林
認
証
な
ど
の
取
得
を
促
進
し
、

地
域
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
ま
す
。

テ
ー
マ
②

『
再
造
林
促
進
の
た
め
の

枝
条
等
の
林
地
残
材
処
理
及
び

新
規
参
入
に
よ
る
担
い
手
確
保
』

　
主
伐
へ
の
移
行
に
伴
い
、
林
業
適
地
で
の

再
造
林
を
徹
底
す
る
た
め
、
枝
条
等
の
林
地

残
材
を
山
元
で
チ
ッ
プ
化
す
る
実
証
実
験
な

ど
を
行
い
、
燃
料
等
と
し
て
採
算
ベ
ー
ス
で

供
給
出
来
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
地

ご
し
ら
え
等
の
再
造
林
費
用
の
低
減
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
、
造
林
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
、

コ
ン
テ
ナ
苗
等
を
活
用
し
て
、
苗
木
生
産
業

者
が
苗
木
生
産
か
ら
造
林
ま
で
を
一
貫
し
て

担
う
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

テ
ー
マ
③

『
多
様
な
高
付
加
価
値
商
品
の
開
発
』

　
地
域
材
の
主
力
が
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
住
宅
需
要
の
低
下
も
見

据
え
た
、
新
た
な
利
活
用
を
図
り
ま
す
。
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「
林
業・木
材
産
業
の
集
積
地『
日
田
』に
お
け
る

木
材
の
総
合
利
用
の
推
進
」に
つ
い
て

日田市の風景

大径材の製材風景



　
そ
の
た
め
、ス
ギ
の
ほ
か
、ユ
リ
ノ
キ
等
の

早
生
樹
も
含
め
、地
場
産
業
で
あ
る
家
具
や
イ

ン
テ
リ
ア
、住
宅
用
内
装
材
な
ど
の
高
付
加
価

値
化
商
品
へ
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、積
極

的
な
展
示
会
等
へ
の
出
展
を
行
い
、知
名
度
の

向
上
と
需
要
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

事
業
実
施
に
つ
い
て

　

　

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
３
つ
の

テ
ー
マ
別
に
、
地
域
構
想
の
参
画
者
及
び
有

識
者
に
よ
る
協
議
会
を
設
け
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
今
年
１
月
に
は
全
体
協
議
会
を
開
催
し
、

今
後
の
具
体
的
な
手
法
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

【
今
年
度
の
主
な
取
組
】

・	

航
空
レ
ー
ザ
測
量
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
大

径
材
の
資
源
把
握
及
び
将
来
の
出
材
予
測

・	

枝
条
チ
ッ
プ
化
搬
出
・
採
算
性
の
実
証
実

験
調
査

・	

地
域
材
を
活
用
し
た
高
付
加
価
値
商
品
の

研
究
開
発
課
題
の
検
討

・	
大
径
材
製
材
の
木
材
加
工
施
設
整
備

お
わ
り
に

	

　
平
成
27
年
に
策
定
し
た
「
新
し
い
日
田
の

森
林・林
業・木
材
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
で

は
、「
林
業・木
材
産
業
の
再
ク
ラ
ス
タ
ー
化
」

を
基
本
理
念
と
し
、
業
種
横
断
的
に
地
域
内

外
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

強
化
す
る
こ
と
を
、産
業
の
「
再
ク
ラ
ス
タ
ー

化
」
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
地
域
資
源
や

技
術
・
人
材
の
様
々
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
り

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
林
業
・

木
材
産
業
の
振
興
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現
化
と
林
業
成
長
産

業
化
の
実
現
に
向
け
て
、
川
上
か
ら
川
下
ま

で
の
す
べ
て
の
関
係
者
が
揃
っ
て
い
る
強
み

を
生
か
し
、
Ａ
材
～
Ｄ
材
ま
で
の
木
材
の
総

合
利
用
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
人
工
林
資
源

の
循
環
を
確
実
に
進
め
、
地
域
の
雇
用
の
確

保
・
経
済
循
環
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。
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第１回全体協議会の様子

「日田市地域」地域構想概略図

日田家具のスギ椅子



取 組
国有林野事業の
取 組

国有林野事業の

宗谷

留萌

上川

十勝

日高

石狩

胆振

後志

渡島

檜山

オホーツク

根室

釧路

1,852

2
2,273

705

65

4,035

2,262

14

628

552
788

1,195

247
168

820

37

17

空知

351
163

2,573

591

1

742

376
140

10313
7142

330
64

るもい

いぶり

しりべし

ひやま

おしま

治
山
関
係

林
道
関
係

風
倒
関
係

国
有
林

民
有
林

平
成
28
年
台
風
災
害
等
か
ら
の
復
旧
に
つ
い
て

北
海
道
森
林
管
理
局

　

平
成
28
年
の
８
月
下
旬
、台
風
の
統
計
開

始
以
来
１
シ
ー
ズ
ン
に
２
個
以
上
の
台
風
が

上
陸
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
北
海
道
に
、４

個
の
台
風
が
連
続
し
て
上
陸
な
い
し
接
近
し
、

広
範
な
地
域
に
お
い
て
、道
路
や
河
川
、鉄
道

等
の
イ
ン
フ
ラ
、農
地
、農
作
物
等
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

林
地
や
林
道
に
も
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、

平
成
29
年
３
月
末
時
点
で
２
，
７
７
０
箇
所
、

約
２
０
９
億
円
の
被
害
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

【
表
１
】。
林
野
庁
を
始
め
、
多
く
の
関
係
機

関
が
早
期
復
旧
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
た
が
、
災
害
発
生
か
ら
一
年
半

が
経
過
し
た
今
、
そ
れ
ら
の
取
組
の
成
果
を

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

被
災
箇
所
の
状
況
把
握

　

早
期
復
旧
に
は
、
被
害
状
況
を
早
く
正
確

に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
効
率

的
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
撮
影
は
機
動
性

や
効
率
性
が
高
く
、
迅
速
に
被
害
状
況
を

把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
撮
影
し
た
映
像

等
を
も
と
に
関
係
機
関
に
情
報
提
供
し
た
り
、

林地荒廃・治山施設 林道等施設 風倒木 その他 合　計

箇所数 被害額 
（百万円） 箇所数 被害額 

（百万円）
面積 

（ha）
被害額 

（百万円） 箇所数 被害額 
（百万円）

（面積） 
箇所数

被害額 
（百万円）

民有林 108 4,426 422 1,405 3,036 1,129 24 184 （3,036）
554 7,144 

国有林 134  11,953 2,082 1,754 731 90 （731）
2,216 13,797 

合　計 242 16,379 2,504 3,159 3,767 1,219 24 184 （3,767）
2,770 20,941 

平成28年度台風等による道内の森林・林業関係被害額

平成 29 年 3 月 31 日時点

北海道の森林被害状況（被害額　単位：百万円）

民有林：治山施設被害
（置戸町） 

凡例

国有林：山腹崩壊
（置

お け と

戸町）

民有林：林地崩壊
（網走市）

国有林：山腹崩壊
（北見市）

民有林：林道流出
（上

か み し ほ ろ

士幌町）
民有林：風倒被害

（大
た い き

樹町） 
国有林：林道決壊

（新
しんとく

得町）

民有林：林道流出
（上川町）

国有林：山腹崩壊
（愛

あいべつ

別町）

民有林：林道流出
（南富良野町）

国有林：林道流出
（平

びらとり

取町）

民有林：林地崩壊
（日高町） 12林野   2018.2 No.131
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所
に
対
し
て
、
間
伐
の
遅
れ
な
ど
を
生
じ
さ

せ
な
い
よ
う
、
優
先
度
の
高
い
39
路
線
に
つ

い
て
復
旧
工
事
を
計
画
し
、
38
路
線
（
97
％
）

で
着
手
し
、
そ
の
う
ち
32
路
線
（
84
％
）
で

工
事
が
完
了
し
て
い
ま
す
（
平
成
29
年
12
月

１
日
現
在
）【
写
真
４
】。
こ
れ
ら
の
取
組
に

よ
っ
て
こ
れ
ほ
ど
甚
大
な
被
害
の
中
、
間
伐

等
の
遅
れ
を
最
低
限
度
に
と
ど
め
る
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
と
連
携
し
た
復
旧

　

今
回
の
災
害
に
あ
た
り
、
局
内
に
災
害
対

策
本
部
を
速
や
か
に
立
ち
上
げ
、
北
海
道
、

関
係
市
町
村
と
も
連
携
を
図
り
、
多
く
の
関

係
者
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
災
害
対
応
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
10
月
に
は
災
害
発
生
直

後
の
現
地
調
査
に
お
け
る
留
意
点
や
被
災

状
況
の
把
握
手
法
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目

的
と
し
た
勉
強
会
を
、
十
勝
西
部
森
林
管
理

署
管
内
の
国
有
林
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た

【
写
真
５
】。
検
討
会
に
は
全
道
の
森
林
管
理

（
支
）
署
治
山
担
当
者
及
び
北
海
道
の
十
勝

総
合
振
興
局
及
び
日
高
振
興
局
の
担
当
職
員

計
54
名
が
集
ま
り
、
座
学
と
現
地
検
討
会
を

通
じ
て
治
山
担
当
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
今
回
の
災
害
の
経
験
か
ら
、
日

常
業
務
で
も
ド
ロ
ー
ン
を
効
率
的
に

使
用
し
て
い
く
た
め
、
当
局
で
は
日

頃
か
ら
各
地
で
講
習
会
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
さ
ら
な
る
復
旧

に
向
け
て
、
民
有
林
の
被
害
調
査
等

に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

今
後
に
向
け
て

　

復
旧
が
完
了
す
る
ま
で
に
は
、
ま

だ
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
引
き
続

き
被
災
箇
所
の
早
期
復
旧
に
向
け
取

り
組
む
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
森

林
づ
く
り
や
流
木
対
策
な
ど
を
民
有

林
等
と
連
携
し
積
極
的
に
行
い
、
森

林
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
整
備
を
、

地
域
の
皆
さ
ま
と
話
し
合
い
な
が
ら

進
め
て
参
り
ま
す
【
写
真
６
】。

で
詳
細
な
設
計
図
書
を
必
要
と
し
て
い
た
も

の
を
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
災
害
に
迅
速

に
対
応
す
る
た
め
、
標
準
的
な
設
計
書
で
工

事
を
発
注
し
、
細
部
は
設
計
変
更
に
よ
り
処

理
す
る
「
概
算
数
量
発
注
方
式
」
を
取
り
入

れ
、
工
事
の
早
期
着
手
を
実
現
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
計
画
箇
所
の
98
％
に
あ
た
る

55
箇
所
で
工
事
に
着
手
、
そ
の
う
ち
18
箇
所

（
33
％
）
で
工
事
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。（
平
成
29
年
12
月
１
日
現
在
）【
写

真
３
】。

　

ま
た
、
林
道
の
被
災
箇
所
は
２
，
０
８
２

に
上
り
、
被
災
路
線

は
約
１
，
６
０
０
に

上
り
ま
し
た
。
道
内

の
国
有
林
に
は
、
約

４
，
０
０
０
路
線
の

林
道
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
軽
微
な
も
の
を

含
め
る
と
40
％
以
上

が
被
災
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、

こ
の
莫
大
な
被
災
箇

復
旧
対
策
の
検
討
に
活
用
し
ま
し
た
【
図
２
】。

 
国
有
林
に
お
け
る

被
害
箇
所
の
早
期
復
旧

　

国
有
林
で
把
握
し
て
い
る
林
地
荒
廃
等

の
箇
所
は
１
３
４
箇
所
、
被
害
額
は
約

１
２
０
億
円
に
上
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
早
期
復
旧
に
向
け
、
平

成
28
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
に
、
56

箇
所
で
災
害
関
連
緊
急
事
業
等
を
計
画
し
ま

し
た
が
、
工
事
の
施
工
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
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4

5

6

白
しらぬか

糠町での山地崩壊の状況（左）と復旧工事の施工状況（右）（根
こんせん

釧西部署管内）

占
しむかっぷ

冠村の一休の沢川の増水で決壊した林道（左）と工事後の様子（右）（上川南部署管内）

勉強会の様子

幌
ほ ろ か な い

加内町でのスリットダムによる流木対策（北空知支署管内）



　国有林野を管理する森林管理局、署等では、森林の効率的な整備手法、森林環境教育の
推進、森林生態系の保全の取組など様々な分野において事業を実行する中で、新たな技術
の開発や調査研究にも取り組んでいます。
　その成果を組織全体で共有し、今後の取り組みに繋げていくことを目的に、去る 11 月
30 日、平成 29 年度国有林野事業業務研究発表会を開催し、「森林技術」「森林保全」「森
林ふれあい」の３部門で計 27 課題の発表が行われました。
　今回は、各部門において林野庁長官賞（最優秀賞）を受賞した３課題の概要を紹介します。

《
取
組
の
背
景
と
経
過
》

　

近
年
、
全
国
的
に
シ
カ
の
個
体
数
が
急
増
し

て
お
り
、
農
林
業
や
生
態
系
へ
の
影
響
が
問
題

視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
治
山
事
業
に
お
け
る
シ

カ
に
よ
る
緑
化
被
害
に
つ
い
て
は
、
有
効
な
対

策
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
た
め
、
シ
カ

の
行
動
等
を
調
査
し
、
新
た
な
「
シ
カ
侵
入
防

止
工
法
」
と
「
シ
カ
捕
獲
技
術
」
を
開
発
し
ま

し
た
。

⑴
シ
カ
侵
入
防
止
工
法
の
開
発

　

法
枠
工
に
お
い
て
、
植
生
基
材
吹
付
箇
所
で

シ
カ
に
よ
る
食
害
等
の
被
害
を
受
け
て
い
た
こ

と
か
ら
、
シ
カ
の
行
動
を
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
等

に
よ
り
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
枠
内
モ

ル
タ
ル
吹
付
箇
所
に
は
侵
入
し
な
い
こ
と
が
分

森
林
技
術
部
門

和
歌
山
森
林
管
理
署

岡
井
　
邦
仁

広
島
森
林
管
理
署

（
元	

和
歌
山
森
林
管
理
署
）

秋
田
　
顕
二

近
畿
中
国
森
林
管
理
局

和
歌
山
森
林
管
理
署

小
林
　
正
典

シ
カ
に
よ
る
緑
化
被
害
の
対
策
に
つ
い
て

か
っ
た
た
め
、
蹄
が
滑
る
こ
と
を
嫌
う
の
で
は

な
い
か
と
推
測
し
、
蹄
が
滑
る
よ
う
な
竹
の
被

覆
工
を
開
発
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
半
割

に
し
た
竹
を
枠
内
に
縦
方
向
に
並
べ
枠
内
を
覆

う
よ
う
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
シ
カ
の
足
幅

か
ら
３
㎝
以
下
に
竹
の
間
隔
を
空
け
、
植
生
の

生
長
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

取 組
国有林野事業の
取 組

国有林野事業の

平
成
29
年
度
国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会

竹の被覆工
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《
取
組
の
背
景
と
経
過
》

　

岩
手
県
に
お
け
る
松
く
い
虫
被
害
は
、
高

緯
度
で
寒
冷
な
気
候
に
よ
り
拡
大
の
ス
ピ
ー
ド

が
鈍
か
っ
た
も
の
の
、
近
年
の
温
暖
化
に
よ
り

拡
大
傾
向
に
あ
り
、
県
北
の
八
幡
平
市
や
岩
手

町
で
も
点
在
的
な
被
害
木
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
従
前
か
ら
の
被
害
の
早
期
発
見
と

伐
倒
燻
蒸
に
よ
る
対
策
の
み
で
は
、
被
害
の
拡

大
を
阻
止
で
き
な
い
と
考
え
、
新
た
な
対
策
と

し
て
、
被
害
先
端
地
の
北
側
に
ア
カ
マ
ツ
の
空

白
地
帯
と
な
る
、
松
く
い
虫
防
除
帯
森
林
の
整

備
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
等
の
温
度
依
存

性
か
ら
、
自
然
抑
制
域
と
な
る
森
林
の
標
高

を
算
出
し
、
南
北
２
㎞
東
西
14
㎞
の
防
除
帯

エ
リ
ア
を
選
定
し
、
本
事
業
に
つ
い
て
岩
手

県
に
協
力
要
請
を
す
る
と
と
も
に
、
事
業
地

で
あ
る
岩
手
町
の
市
町
村
森
林
整
備
計
画
に

本
事
業
を
盛
り
込
む
た
め
に
協
議
を
重
ね
た

ほ
か
、
森
林
所
有
者
の
事
業
へ
の
理
解
を
得

る
た
め
、
現
地
検
討
会
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

合
意
形
成
が
図
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成

28
年
７
月
27
日
に
、
県
、
町
、
森
林
所
有
者
、

森
林
総
研
東
北
支
所
、
盛
岡
森
林
管
理
署
で

「
岩
手
町
横
断
松
く
い
虫
防
除
帯
森
林
整
備

推
進
協
定
」
を
締
結
し
、
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

東
北
森
林
管
理
局

盛
岡
森
林
管
理
署

松
尾
　
亨

森
林
保
全
部
門

民
国
連
携
に
よ
る
「
松
く
い
虫
防
除
帯
森
林
」
の
造
成
に
つ
い
て

協定内容 協定締結式

⑵
シ
カ
捕
獲
技
術
の
開
発

　

シ
カ
が
餌
を
食
べ
る
様
子
を
セ
ン
サ
ー
カ

メ
ラ
で
調
査
し
た
結
果
、
餌
や
そ
の
近
辺
を

足
で
踏
む
習
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
た

め
、
餌
の
中
心
に
罠
を
置
け
ば
簡
単
に
捕
獲

が
可
能
で
は
な
い
か
と
推
測
し
、
通
常
餌
を

用
い
な
い
く
く
り
罠
に
餌
を
組
み
合
わ
せ
た

新
た
な
捕
獲
技
術
を
開
発
し
ま
し
た
。

《
取
組
の
結
果
》

　

竹
の
被
覆
工
に
つ
い
て
は
、
設
置
後
約
半

年
経
過
し
て
も
シ
カ
の
侵
入
は
見
受
け
ら
れ

ず
植
生
も
良
好
に
生
育
し
て
お
り
、
侵
入
防

止
効
果
を
確
認
で
き
ま
し
た
。
シ
カ
の
捕
獲

に
つ
い
て
は
、
30
基
・
３
日
間
で
13
頭
捕
獲

す
る
な
ど
、
経
験
の
浅
い
者
で
も
効
率
よ
く

捕
獲
で
き
ま
し
た
。

順調に生育する植生

罠を設置 石を設置 餌を設置
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《
取
組
の
結
果
》

　

松
く
い
虫
防
除
対
策
を
主
目
的
と
し
た
森

林
整
備
協
定
は
全
国
的
に
も
事
例
が
な
く
、

そ
の
効
果
に
地
域
の
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

立
木
の
シ
ス
テ
ム
販
売
を
活
用
し
て
お
り
、

地
域
材
の
安
定
供
給
の
面
で
も
評
価
を
得
て

い
ま
す
。

《
取
組
の
背
景
と
経
過
》

　

平
成
26
年
９
月
に
発
生
し
た
御
嶽
山
の
噴

火
は
、
犠
牲
者
が
50
名
を
超
え
る
大
災
害
と

な
り
、
発
生
か
ら
４
年
目
と
な
る
現
在
で
も

観
光
客
は
噴
火
前
の
約
８
割
程
度
と
回
復
し

て
お
ら
ず
、
木
曽
谷
の
観
光
産
業
へ
深
刻
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
中
部
森
林
管
理
局

で
は
、
木
曽
谷
を
支
援
す
る
た
め
、
交
流
イ

ベ
ン
ト
、
木
曽
谷
復
興
支
援
ツ
ア
ー
、
パ
ズ

ル
ラ
リ
ー
な
ど
の
観
光
客
誘
致
の
一
助
と
な

る
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

中
部
森
林
管
理
局

木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

大
石
　
政
弘

森
林
ふ
れ
あ
い
部
門

木
曽
谷
支
援
の
取
組
に
つ
い
て

⑴
木
曽
路
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
パ
ズ
ル
ラ
リ
ー

　

こ
れ
は
、
木
曽
路
の
遊
歩
道
を
散
策
し
、

森
林
に
親
し
み
な
が
ら
森
林
の
大
切
さ
を
理

解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
多
く
の
人
に
木

曽
路
を
訪
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
狙
い
に
当
セ

ン
タ
ー
が
独
自
に
創
作
し
た
取
組
で
す
。
木

曽
地
域
の
散
策
コ
ー
ス
に
パ
ズ
ル
を
置
き
、

そ
れ
を
集
め
る
と
一
つ
の
絵
が
完
成
す
る
と

い
う
も
の
で
、
参
加
者
は
新
た
な
観
光
名
所

の
発
見
や
パ
ズ
ル
の
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
コ
ー
ス
内
の
定
点
に
あ
る
パ

ズ
ル
ピ
ー
ス
を
６
枚
集
め
る
と
、
木
曽
地
域

の
文
化
や
歴
史
を
物
語
る
浮
世
絵
が
完
成
す

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
な
お
、
パ
ズ
ル
の
材

料
に
は
地
元
産
ヒ
ノ
キ
間
伐
材
を
使
用
す
る

こ
と
で
、
間
伐
材
の
利
用
促
進
に
も
寄
与
し

パズルラリーの様子

交流イベント（間伐体験） 木曽谷復興支援ツアー
（国有林見学会）

て
い
ま
す
。

⑵
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　

初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
参
加
者
等

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、「
よ
か
っ
た
」、

「
継
続
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
感
想
が
大
半

を
占
め
る
な
ど
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

《
取
組
の
結
果
》

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
た
木
曽
谷
支
援
の
各
種

取
組
は
、
多
数
の
参
加
者
を
得
て
一
定
の
成

果
が
上
が
り
、
特
に
パ
ズ
ル
ラ
リ
ー
は
、
参

加
者
や
協
賛
団
体
等
か
ら
継
続
の
要
望
が
強

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
地
元

市
町
村
、
観
光
協
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
取
組
を
実
施
し
て
参
り

ま
す
。

パズル完成品

協定位置図
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平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）
は
、
明
治
元
年
（
１
８
６
８
年
）
か
ら
起

算
し
て
満
１
５
０
年
に
当
た
ま
す
。
政
府
で
は
、
内
閣
官
房
副
長
官
を
議

長
と
す
る
「「
明
治
１
５
０
年
」
関
連
施
策
各
府
省
連
絡
会
議
」
を
設
け
、

①
「
明
治
以
降
の
歩
み
を
次
世
代
に
遺
す
施
策
」、

②
「
明
治
の
精
神
に
学
び
、
さ
ら
に
飛
躍
す
る
国
へ
向
け
た
施
策
」、

③
「
明
治
１
５
０
年
に
向
け
た
機
運
を
高
め
て
い
く
施
策
」

の
３
つ
を
柱
と
し
て
、
政
府
一
体
と
な
っ
て
「
明
治
１
５
０
年
」
関
連
施

策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
国
だ
け
で
な
く
、
地
方
公
共
団
体
や

民
間
も
含
め
て
、
日
本
各
地
で
、「
明
治
１
５
０
年
」
に
関
連
す
る
多
様

な
取
組
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
促
進
や
広
報
な
ど
を

通
じ
て
、「
明
治
１
５
０
年
」
に
向
け
た
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
以
下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
下
さ
い
。

　

http://w
w

w
.kantei.go.jp/jp/singi/m

eiji150/portal/

明
治
の
歩
み
を

　
つ
な
ぐ
、つ
た
え
る
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国立研究開発法人　森林総合研究所　八
やまき

巻	一
かずしげ

成

　

道
東
の
遠
軽
町
丸ま
る
せ
っ
ぷ

瀬
布
地
区
（
旧
丸
瀬
布

町
）
に
は
、
今
で
も
煙
を
上
げ
て
元
気
に
走

る
森
林
鉄
道
の
蒸
気
機
関
車
が
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
名
は
「
雨あ
め
み
や宮

21
号
」。
国
内

で
唯
一
の
動
態
保
存
さ
れ
た
森
林
鉄
道
用
の

蒸
気
機
関
車
で
、
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年

に
国
内
初
の
蒸
気
機
関
車
と
し
て
製
造
さ
れ

た
重
量
10
ｔ
の
可
愛
ら
し
い
機
関
車
で
す

（
写
真
１
）。
町
内
の
旧
北
見
営
林
局
丸
瀬
布

営
林
署
管
内
国
有
林
に
は
、
１
９
２
７
（
昭

和
２
）
年
か
ら
建
設
が
開
始
さ
れ
、
最
盛
期

に
は
総
延
長
71
・
４
㎞
に
ま
で
及
ん
だ
武む

利り

意い

・
上
丸
瀬
布
森
林
鉄
道
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
活
躍
し
て
い
た
の
が
「
雨
宮
21
号
」

で
、
こ
の
地
で
活
躍
し
て
い
た
蒸
気
機
関
車

３
台
の
う
ち
の
１
台
で
す
。
な
お
、
こ
の
雨

宮
21
号
は
す
で
に
北
海
道
遺
産
、
近
代
化
産

業
遺
産
、
準
鉄
道
記
念
物
に
認
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
林
業
発
展
史
の
上
か
ら
の
重
要

性
も
認
め
ら
れ
、
今
回
、
森
林
鉄
道
遺
構
群

と
と
も
に
林
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
の
で
す
。

　

１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
に
森
林
鉄
道
が

廃
止
に
な
っ
た
後
、
蒸
気
機
関
車
た
ち
を
待

ち
構
え
て
い
た
の
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
な
る
運

命
で
し
た
。
し
か
し
、
蒸
気
機
関
車
を
愛
す

る
地
元
有
志
の
手
に
よ
っ
て
、「
雨
宮
21
号
」

は
解
体
を
免
れ
た
の
で
す
。
全
国
的
な
森
林

鉄
道
の
廃
止
に
と
も
な
い
、
森
林
鉄
道
車
両

の
多
く
は
全
国
的
に
も
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
地
元

有
志
た
ち
は
雨
宮
21
号
を
解
体
の
危
機
か
ら

救
い
、さ
ら
に
修
繕
が
行
わ
れ
１
９
７
９
（
昭

写真１　森の中を颯爽と走る雨宮 21 号（写真提供　遠軽町）
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和
54
）
年
に
動
態
復
活
を
果
た
し
た
の
で
す
。

　

現
在
は
旧
武
利
意
森
林
鉄
道
の
軌
道
敷
を

一
部
利
用
し
た
、
丸
瀬
布
森
林
公
園
い
こ
い

の
森
内
に
敷
設
さ
れ
た
線
路
上
を
定
期
的
に

運
行
し
て
お
り
、
薪
を
燃
や
し
て
実
際
に
走

行
す
る
姿
は
、
森
林
鉄
道
全
盛
時
の
蒸
気
機

関
車
の
姿
を
今
だ
に
と
ど
め
る
国
内
唯
一
の

例
と
し
て
、
極
め
て
価
値
が
高
い
と
言
え
ま

す
（
写
真
２
）。
週
末
や
夏
休
み
に
な
る
と
、

そ
の
姿
を
一
目
見
よ
う
と
全
国
か
ら
多
く
の

人
が
訪
れ
ま
す
。

　

一
方
、
森
林
鉄
道
関
連
遺
構
に
つ
い
て

は
、
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
っ
て

調
査
が
進
め
ら
れ
、
橋
脚
や
路
盤
な
ど
の
遺

構
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
森

林
鉄
道
軌
道
跡
を
利
用
し
て
、
そ
れ
ら
を
め

ぐ
る
ツ
ア
ー
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

森
林
公
園
内
の
郷
土
林
業
館
に
は
か
つ
て
使

用
さ
れ
た
林
業
関
連
の
道
具
な
ど
が
展
示
さ

れ
て
お
り
、
地
域
の
林
業
発
展
の
歴
史
が
総

合
的
に
体
験
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

丸
瀬
布
で
は
雨
宮
21
号
を
町
の
中
心
的
な
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
森
林
鉄
道
を
軸
と
し
た
林

業
の
歴
史
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
住
民
ば
か
り
で
は
な
く
全

国
の
多
く
の
人
々
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
雨
宮

21
号
で
す
が
、
２
０
１
６
年
８
月
に
北
海
道

に
上
陸
し
た
３
度
の
台
風
は
４
３
０
ミ
リ
と

い
う
記
録
的
な
降
水
量
を
記
録
し
、
そ
の
結

果
、
森
林
公
園
上
流
部
の
堤
防
は
決
壊
、
線

路
も
含
め
て
公
園
内
の
施
設
は
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
（
写
真
３
）。
し
か
し
、「
雨

宮
21
号
」
に
か
け
る
関
係
者
の
思
い
は
熱
く
、

幸
い
「
雨
宮
21
号
」
を
は
じ
め
と
す
る
車

両
に
は
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
復
旧

へ
向
け
て
人
々
は
す
ぐ
さ
ま
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。
軌
道
の
早
期
復
旧
を
目
指
す
た
め

町
で
は
直
営
の
作
業
部
隊
を
編
成
し
、
復
旧

の
た
め
の
測
量
、
軌
道
の
取
り
外
し
、
軌
道

路
体
部
分
の
修
復
な
ど
積
雪
期
前
に
可
能
な

限
り
の
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
（
写
真
４
）。

そ
し
て
、
線
路
の
早
期
復
旧
の
た
め
の
工
事

に
取
り
か
か
り
、
２
０
１
７
年
の
春
に
は
何

と
か
一
部
復
旧
に
ま
で
こ
ぎ
着
け
た
の
で
す
。

　

町
役
場
産
業
課
主
幹
、
兼
、
雨
宮
21
号
機

関
士
の
小
山
信
芳
さ
ん
は
、「
今
回
の
災
害

に
よ
っ
て
、
町
民
は
も
と
よ
り
、
全
国
各
地

か
ら
も
早
期
復
旧
を
望
む
声
や
激
励
・
お
見

舞
い
の
メ
ー
ル
等
が
町
に
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
で
、
国
内
で
展
開
さ
れ
た

森
林
鉄
道
の
歴
史
を
語
る
上
で
の
雨
宮
21
号

の
動
態
保
存
の
意
義
、
重
要
性
を
再
認
識
し

ま
し
た
」。
町
役
場
後
輩
の
機
関
士
、
上
戸

智
仁
さ
ん
と
と
も
に
、
雨
宮
21
号
に
か
け
る

思
い
を
さ
ら
に
熱
く
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

２
０
１
７
年
、
ま
だ
春
浅
い
道
東
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
。
雨
宮
21
号
の
復
活
を
喜

ぶ
大
勢
の
フ
ァ
ン
の
賑
や
か
な
歓
声
と
と
も

に
、
雨
宮
21
号
の
汽
笛
が
丸
瀬
布
の
森
の
中

に
こ
だ
ま
し
た
の
で
し
た
（
写
真
５
）。

写真２　ボイラーに燃料の薪を投入し発車準備

写真３　台風被害による線路の惨状（写真提供　遠軽町）

写真４　線路復旧の様子（写真提供　遠軽町）

写真５　森の中にはいつも汽笛と人々の歓声がこだましています（写真提供　遠軽町）
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川 智
ち せ

世

　

１
月
15
日
、「
第
50
回
ミ
ス
日
本
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
８
」
が
都
内
で
開
催
さ
れ
、
14
名
の
フ
ァ

イ
ナ
リ
ス
ト
か
ら
ミ
ス
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
ほ
か
各
賞
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
２
０
１
８
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
女
神
」
は
竹
川
智
世
さ
ん
（
20
才
）
で
す
！

　

み
ど
り
の
女
神
は
、
ミ
ス
日
本
各
賞
の
一
つ
で
、
こ
れ
か
ら
の
１
年
間
、
森
林
の
大
切
さ
や
木

の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
、
み
ど
り
と
木
へ
の
親
し
み
を
広
め
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

今
後
は
歴
代
の
女
神
と
お
な
じ
よ
う
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
作
業
服
に
身
を
包
み
、
林
業
の
現
場

に
現
れ
た
り
、
全
国
各
地
の
行
事
に
参
加
し
て
、
広
く
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
ま
す
。

「
２
０
１
８

ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
女
神
」が
誕
生
！

左から 3 代目みどりの女神
野中葵さん、林野庁　沖長官と記念撮影

受賞に感激する竹川さん


